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がわせる。直接学校不適応の問題を表すわけではないが，気分障害の有病率は小学 4 年生で 1.6%，小学 5 年生



































関西圏内の中学校 1 校の 2 年生生徒 264 名。そのうち，分析に用いる項目について分析に適さない回答をし
ている者を除外し，243 名（男子 130 名，女子 111 名，不明 2 名）の解答を分析対象とした。なお分析に適さな
い回答とは，全て同じ回答，特定のパターンを繰り返している回答，全て欠損の回答であった。 
調査時期・調査方法 








の 5 件法で回答を求めた。 
友人への同調性尺度 友人への同調性を測定するために石本ほか（2009）の「友人への同調性尺度」を用い
た（9 項目）。高得点であるほど同調性が高いことを表す。それぞれどの程度あてはまるかを，「あてはまらない















































村・岡安，2003；本田・大島・新井，2009），幼稚園児から高校生に対する社会感情学習（SEL: Social and Emotional 
n 平均値 SD F値 偏η2
孤立群 56 2.25 1.16
表面群 48 1.96 .97
密着群 62 1.61 1.00













Learning）の効果として望ましい社会的な行動が増加することも示されている（Durlak, Weissberg, Dymnicki, 
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